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1 はじめに
（現代の）物理学の対象というと，何を想像するだろうか？電気，素粒子，宇宙…多くの
人は今挙げたようなものを想像するだろう，
しかし，近年の物理学においては，以前は化学や生物学の対象であったもの，例えば高分
子や液晶，細胞などもその対象として取り扱われるようになってきた．そのような学際的な
分野には，化学物理や生物物理，ソフトマター物理などがある．今回の発表では，今までの
物理学では扱われなかったものの一例である「泡」を取り上げる．
新たな対象を物理学の目線で取り扱うこと，それによって対象がシンプルで美しい数式に
よって表されることなどの面白さを感じていただければ幸いである．

2 講演内容
この講演では，多数の泡が集まってできたフォーム（foam）のうち，特に含まれる液体の
体積が小さいウェットフォームを扱う．
フォームを物理の目線で見るために，まずは理論の側面からフォームを定量的に記述する
方法や基本的な法則を考える．実験の側面からは，フォーム製造法と試験法の代表的なもの
を紹介する．そして，時間変化に伴いフォームが吸収し合って大きくなる過程や，重力下の
フォームの平衡などについて，時間の許す限り解説するつもりである．
新しい分野で学部ではあまり触れられない内容の話であるが，（高等的な）前提知識はあ
まり必要としない．この発表では圧力，微分積分といった，高校レベルの事項がなんとなく
分かれば十分である．物理学科以外，文系の方でも十分に理解できるような平易な説明を心
がけるつもりである．ぜひ気軽に聞きに来て欲しい．
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